




























































































































































や︑歌集中の和歌が物語に取り込まれる例が挙げられています︒　〝和歌から物語が生まれる〟のですね︒ 〝絵から物語が生まれる〟のですね︒ 〝歌集から物語 発生する〟のですね︒すべてが新鮮です︒現代人の頭にある﹁文学﹂の概念が︑ネロネロと融解し ゆくような気がします　現代のアニメやゲームの世界では︑ ﹁コラボ﹂とか﹁シェアワー

























瑞祥を表し︑あるいは地上界と天上界を繫ぐ働きをし︑故人や恋人の面影を重ねるよすがともなったと言います︒ ﹃日本書紀﹄ ﹃萬葉集﹄ ﹃史記﹄ ﹃古今和歌集﹄ ﹃続浦島子伝記﹄ ﹃田氏家集﹄ ﹃性霊集﹄﹃源氏物語﹄ ﹃新古今和歌集﹄などなど︑博引旁証です︒　























































































































































































と迷いましたが 本書には︑不思議な話がいくつも出て来るので︑挙げることに ました︒　﹁骸骨の話﹂では︑ ﹃撰集抄﹄ ﹃長谷雄草紙﹄ ﹃還成楽物語﹄など︑













































































































特集   日本研究の道しるべ――必読の一〇〇冊












趣旨を同じくするも であり ゆえに物語も有用な存在であ 〟という論法 とってい ︑と読み説かれます︒しかも︑その論法は︑南北朝～室町時代の注釈書にも引き継が てゆくようです︒　
五章・六章・七章・九章では︑南北朝～江戸時代︑ ﹃源氏物語﹄






























































































































状態発生の﹁ぬ﹂ ︑状態存続の﹁たり﹂ ︑動作完了の﹁つ﹂ 完了結果存続の﹁たり﹂などが︑総合的に説明されています︒ 〝日本人の時間感覚〟という︑哲学的な問題に繫がりますね︒ ﹁花散りぬ﹂は︑﹁花が散ってしまった﹂ではなく︑ ﹁花が散り始めた﹂と訳すのがよ
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いということになるでしょうか︒　
本書は︑高校の古典文法書とは︑構成や着眼点を大きく異にして
います︒ ﹁複文﹂ ﹁係り受け﹂ ﹁準体句﹂という項があることからもわかるように︑日本語を 単語﹂単位ではなく︑ ﹁句﹂ ﹁節﹂ ﹁文﹂の単位で把握しよう しているわけでしょう︒その他︑物語特有の﹁移り詞﹂ ﹁草子地﹂ ︑和歌特有の﹁掛詞﹂ ﹁字余り﹂ ﹁字足らず﹂ ﹁句割れ﹂ ﹁句跨ぎ﹂なども検討され ます︒用例を見るだけでも︑楽しい︒　
本書の面白さは︑通常の文法事項だけでなく︑極めて特殊なイレ


















































































arie claire Japon （中央公論社）
です︒この
雑誌を安原顕が編集していた時代には︑ ︽文庫本の饗宴︾
（一九八七
年九月）
︑ ︽新・読書の快楽︾
（一九八八年八月）
など︑尖鋭的なブッ
クガイドが掲載されていました︒とってもオシャレな誌面でした︒愉楽に溢れていました︒バブル期の﹁新教養主義﹂の空気が︑まだ瀰び
漫まん
していたのでしょうか︒私は︑高校時代︑そこで︑若松賤子訳
﹃小公子﹄を知り︑
風巻景次郎﹃中世の文学伝統﹄
（岩波文庫︑
一九八五）
を知り︑ナボコフ﹃ベンドシニスター﹄
（加藤光也訳︑サ
文学（前近代）
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ンリオ
S 
F文庫︑一九八六
；みすず書房︑二〇〇一）
を知り︑
ブラン
ショ
 ﹃文学空間﹄
（粟津則雄・出口裕弘訳︑現代思潮社︑一九六二
；新
装版一九七六）
を知り︑
蓮實重彥﹃表層批評宣言﹄
（筑摩書房︑
一九七九
；ちくま文庫︑一九八五）
を知り︑嵌
は
まり込んで︑そうして︑
今に至ります︒　
もし︑私のこの文章に騙
だま
されて古典の樹海に嵌まり込む学生がい
たら︑何より嬉しく思います︒もし︑文学研究者のみなさんが︑ブログやツイッターに︑ ﹁私のベスト
10﹂を競って載せてくれたら︑
ぜひ拝読したいと思います︒
